
教職大学院プログラムのカリキュラムマネジメント
－ 名古屋市・愛知県教育委員会との協働プロジェクトを中心として －

愛知教育大学 ○磯部 征尊

秋田県立大学 伊藤 大輔

愛知教育大学教職大学院 倉本 哲男



発表の流れ（まとめ）
研修プログラムのデザイン

（１）愛知県総合教育センター・名古屋市教育委員会・愛知教育

大学の３者から選出したメンバーに基づく「教職員研修

連絡協議会」の編成（平成27年度～）

（２）「教職員の経験に応じた育成のめあて」と，「教職員の経験

に応じた研修体系表」の開発（平成28年度～）

（３）「教職員の経験に応じた育成のめあて」に基づく新研修

プログラムの実践・分析と，今後の課題（平成30年度）



平成28年１月

文部科学大臣
決定

教特法等の改正により措置済
（平成29年４月１日施行）



愛知教育大学の教育活動研究（概算要求）
平成27年度～継続

① 教育大学の将来ビジョン「共同体化」

•文科省が期待する｢学び続ける教員像｣の確立のために、教員の「養成・採用
・研修」における大学と各教委の｢分業化｣を問い直す必要性がある。これは
大学キャンパス内を学生と現職教員が「共生」するイメージである。その現職
教員との「共生」とは、教職大学院に限定されることなく、学部生・大学院生・
現職教員の三者の「共生」であり、同時にそれは、大学が現職教員の再教育
拠点になることも意味している。

• また、事業拡大の観点から、県内の幾つかの拠点（教育会館・教育センター
等）を利用したサテライト構想によって、教員の再教育を有機的に行っていく
ことも想定しており、キャンパスを学内だけにとどめず、時間的・空間的な障
壁を取り除いて、数多くの教員に再教育機会を提供することも目指している。



② 研修の「最適化」

•教員の資質・能力の高度化の視点から、｢大学知｣を提供する教員研修が、
教育実践の現代的ニーズに合致しないケースも、多々、指摘されてきた。そ
こで、教員の資質・能力の高度化は、研修内容の｢最適化｣をもってなすも
のと総括できる。｢最適化｣とは、受講者の研修ニーズに応じるだけでなく、
喫緊の教育課題に応じるものであり、形骸化した研修ではこれに対応しき
れない。

愛知教育大学の教育活動研究（概算要求）
平成27年度～継続



③ 中堅教員研修及び，管理職・教育委員等研修の見直し

•愛知県では「団塊の世代」の大量退職と若手教員の増加及び中堅教員が減
少しており（7年未満が7、000人超え、全体の30％程度を占める)、教員の年齢
構成の偏りが生じている。

• そのため、若手教員の育成と若手を指導する中堅教員（ミドルリーダー）の
育成が急務である。また、教育公務員特例法の一部改正に伴い、10年経験者
研修を中堅教諭等資質向上研修に改め、教員免許更新講座とともに、両研修
の受講対象年齢のギャップを埋める新たな研修が必要となる。

愛知教育大学の教育活動研究（概算要求）
平成27年度～継続

本研究目的
「共同体化」を可能にする新たな研修体制及び，研修プログラムの開発



・協議会の構成メンバー（複数回答）

教員育成指標の策定等に関するアンケート
（独立行政法人教職員支援機構，2017）

都道府県・指定都市教育委員会関係者 ２４県市（１００％）

大学関係者 １９県市（７９％）

教育センター関係者 １８県市（７５％）

学校長 １８県市（７５％）

所管する市町村教育委員会関係者 １４県市（５８％）

児童・生徒の保護者 ２県市（８％）

その他の回答（自由記述）

企業関係者，社会教育関係者，地元経済団
体代表，県立高等学校事務長，公立幼稚園
会，小学校長会，中学校長会，高等学校長会，
特別支援学校長会等



育成指標・協議会のシステム
‐本学との連携構造‐

3者WG

名古屋市
WG

名古屋市

協議会（西淵理事）

愛知県WG
愛知県

協議会（西淵理事）

(1)本学・キャリアセンター（西淵理事・倉本・磯部＋有志）
(2)名古屋教育センター（堀江/研修部長・他）
(3)県教育センター（加木屋/研修部長・他）

「大学の強み・行政の強み」を生かした情報発信

例）管理職・養護教諭等の専門的な育成指標



愛知県教育委員会の教員研修計画

出典：https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/264547.pdf



愛知教育大学 公開講座（シリーズ講座）

出典：https://www.aichi-edu.ac.jp/renkei/files/02h30_kokaikoza_panf_teacher_180806.pdf



回数（月日） 課題研究 マネジメント 人材育成 今日的な課題

１（６．１４，
開講式）

課題研究
（１）

講話「学校教育の中核を担う人
材としての期待」

２（７．２４） 課題研究
（２）

講義・演習「学校運営に参画す
るために」

３（７．２８） 講義・演習「カリ
キュラム・マネ
ジメント（倉本）」

・学校の危機管理

・学校現場における法的問題と
対処法

４（８．４） 中堅教員とし
てのリーダー
シップとコーチ
ング（倉本）

・道徳教育の充実
・子供理解と学級経営の在り方

・学級・学年経営の進め方（磯
部）

５（８．９） 講義・演習「学
校の戦略マップ
を作る（倉本）」

名古屋市教育センターと愛知教育大学との研修プログラムの開発（平成30年度）

愛知教育大学
担当

実
践
・

改
善



回数（月日） 課題研究 マネジメント 人材育成 今日的な課題

６（８．２９） 講話「企業の経営か
ら学ぶ」

講義「不登校・いじめ・児童
虐待に対応する本市の教
育相談体制」

７（１１．２８） 課題研究（３）

８（１２．２７） 課題研究（４）
研究発表に向
けて

講義「メンタルヘル
ス・マネジメント」

講義「特別支援教育の実際」

講義「人権と教育」

９（２．６） 課題研究（５）
【研究発表】

10（２．２０，
閉講式）

講義「学校運営推進
に向けて」

名古屋市教育センターと愛知教育大学との研修プログラムの開発（平成30年度）



発表の流れ（まとめ）
研修プログラムのデザイン

（１）愛知県総合教育センター・名古屋市教育委員会・愛知教育

大学の３者から選出したメンバーに基づく「教職員研修

連絡協議会」の編成（平成27年度～）

（２）「教職員の経験に応じた育成のめあて」と，「教職員の経験

に応じた研修体系表」の開発（平成28年度～）

（３）「教職員の経験に応じた育成のめあて」に基づく新研修

プログラムの実践・分析と，今後の課題（平成30年度）



表ー1 2016.09.12

文科省『学び続ける教員像の確立』プロジェクト版 【 教員の経験に応じた育成のめあて 】(素案)

<目的> 学校の適切な運営、特色ある教員活動の推進のための知識・技能等を修得させ、各学校、地域の中核として「学び続ける教員」を育成する。

<内容> 各学校の直面している課題、難題に対して、組織的に対応し、総合的かつ自立的な学校の解決力と経営力の向上に寄与できる「学び続ける教員」を育成していくめあてを内容とする。

段階

資質・専門性

養成・採用・研修を通じた不断の資質・専門性の向上

Ⅰ【養成・採用段階まで】
「学び続ける教師像」の基礎基本を身に付け、愛知県・名古屋市等が求め

る着任時の姿

Ⅱ【初任から数年目まで】
教員としての基本的な姿勢・態度を身に付けると同時に学級担任としての総合的な

力量を身に付けていく段階

Ⅲ【10年目研修まで】
実践力を磨き重ね、教員としての専門性を身に付けていく段階

Ⅳ【中堅段階から】
「チーム学校の一員」や「ミドルリーダー」としての専門性を高め、連携・協働

を深め、推進力を発揮する段階

Ⅴ【ベテラン段階から】
学校・地域などにおいて、より広い視野で役割を果たす段階

１.ベテラン教員 2.管理職

「
学
び

続

け
る

教

員

像
の
確

立

」

教
職
員
の
資
質

使命感 ・教育公務員としての使命感の自覚をもち，各種法令を遵守することができる。

人間関係 ・人間の成長発達についての深い理解や豊かな人権感覚をもち，幼児・児童生徒及び，教職員，保護者，地域等との信頼関係を構築することができる。

教育的愛情 ・地域への敬愛と教職への強い誇りをもち，幼児・児童生徒に対する教育的愛情をもつことができる。

教科領域指導 ・教科領域(道徳・特別活動・総合的な学習含む)に関する専門的知識への自己研鑽をする姿勢をもち，自主的に学び続けることができる。

教養 ・社会の変化に対応する知識と，広い視野における教養を幅広くもつことができる。

教
職
員
の
専
門
性

授業力

専門教科内容の理解

学習指導計画に基づいた学習指導案を作成し、授業を実施することができ
る。

学習指導要領に基づき、学習指導の手順を考えて、学習指導計画を立案し、実施
することができる。

学習指導要領や学校の経営計画、指導方針等に基づき、学習指導計画を立案し、
適切に実施することができる。

学校や学年、教科全体におけるそれぞれの学習の諸課題を認識し、学習指
導計画を適宜点検し、修正や改善を行うことができる。

学校全体の学習に関する諸課題の改善や専門性を一
層向上させるために、工夫した授業を自ら実践したり、
校内の教員への授業改善等の支援、助言ができる。

学校全体の学習に関する諸課題の改善や専門性を一
層向上させるために、校内の教員への授業改善等の
指導を行っている。

学習指導案の一般的な形式を理解し、授業の学習指導案を作成している。
学習のねらいがわかり、評価基準や評価の計画を明らかにした学習指導案を作
成している。

学校や学年や教科全体におけるそれぞれの学習の諸課題を見出し、学習指導計
画の見直しや改善に向けての研究や研修に取り組んでいる。

学校全体における学習の諸課題を明らかにし、学習指導計画等の改善とと
もに授業の内容や方法等も工夫し、発信している。

実態把握と目標設定（Plan①)

児童生徒の理解度に応じた教材研究を行うことの意義や必要性を理解でき
る。

授業のねらいに到達するための適切な教材研究を行うことができる。
児童生徒の実態に応じて教材・教具を作り直したり，指導過程を修正したりするこ
とができる。

学習指導に関する専門的知識を身に付け，その知識を教材研究に活かすこ
とができる。

専門的知識に基づき，教材や教具を工夫することへの
支援・助言ができる。

専門的知識に基づき，教材や教具を工夫することへの
指導を行っている。

授業のねらいに到達するための適切な教材研究に努めている。
児童生徒の実態に応じて教材・教具を作り直したり，指導過程を修正したりしてい
る。

教材研究に関する専門的知識を身に付け，その知識を活かそうとしている。
校内の学習指導上の諸課題に着目し，校内の学習指導の向上に努めてい
る。

指導計画と評価計画の立案（Plan②）

学習指導要領の内容や指導と評価に関する基礎・基本を身に付けると共に，
学習指導案の形式を理解できる。

単元（題材）や教材を深く理解し，ねらいを明確にした単元（題材）計画を立てること
ができる。

目標と授業内容，評価とを関連付けると共に，評価計画と評価方法を明らかにした
学習指導案の作成ができる。

児童生徒の発達段階や習熟度に応じて，各単元（題材）の全体計画を作成
できる。

各学校の指導方針に基づく指導計画の立案の意義を
明確にした支援・助言ができる。また，各学校の学習
指導上の諸課題を把握し，指導計画の改善への支援・
助言ができる。

各学校の指導方針に基づく指導計画の立案の意義を
明確にした指導をしている。また，各学校の学習指導
上の諸課題を把握し，指導計画の改善への指導を
行っている。

単元（題材）や教材を深く理解し，ねらいを明確にした単元（題材）計画を立
てている。

目標と授業内容，評価とを関連付けた学習指導案の作成を心がけている。
児童生徒の発達段階や習熟度に応じて，各単元（題材）の全体計画を作成しようと
している。

経験年数の少ない教員への授業構想への指導・助言に努めている。

指導技術と指導形態の構想（Plan③）

話し方や板書，働き掛けのスキルを身に付けることができる。 働き掛け（発問，指示，説明）を身に付けることができる。 児童生徒の理解や思考の流れを意識した板書ができる。 児童生徒の発達段階や習熟度に応じた授業展開ができる。

教員一人一人の実態把握を行うと共に，授業改善の
適切な支援・助言ができる。

教員一人一人の実態把握を行うと共に，授業改善の
適切な指導を行っている。

働き掛け（発問，指示，説明）を使い分けようとしている。 児童生徒の理解や思考の流れを意識した板書を心がけている。 児童生徒の発達段階や習熟度に応じた授業展開を心がけている。 発問に対する児童生徒の反応を授業展開に活かしている。

授業中の指導と評価（Do）

児童生徒に学力を身に付けさせる授業の意味を理解できる。 児童生徒の多様な意見を引き出す発問をすることができる。 児童生徒の思考の流れを理解し，的確な発問をすることができる。 学校内外の模範としての研究（公開）授業ができる。

教員一人一人の授業を適切に評価しつつ，教員の意
欲を高める支援・助言ができる。

教員一人一人の授業を適切に評価しつつ，教員の意
欲を高める指導を行っている。

児童生徒の多様な意見を引き出す発問を心がけている。 児童生徒の思考の流れを意識し，的確な発問を心がけている。 研究（公開）授業に進んで取り組んでいる。 経験年数の少ない教員への指導・助言に努めている。

省察と改善（Check and Action）
目標に基づく評価基準づくりの意義を理解することができる。 目標に基づく評価規準を作成することができる。

身に付けさせたい力やねらいを見直し，評価規準や授業内容を作り直すことがで
きる。

複数の教員の授業を参観し，自らの授業を改善できる。
授業改善の校内体制に関する具体的な方策を立案す
ることができる。

授業改善の校内体制に関する具体的な方策を提示し、
実践している。

目標に基づく評価規準を作成している。
授業改善シート等を活用した授業を振り返り，身に付けさせたい力やねらいを見直
している。

複数の教員の授業を参観し，授業改善に努めている。 OJTや校内研修体制の推進を図ろうとしている。

マネジメント力

人材育成・リーダーシップ

学び続けることの意義を理解して，他者のアドバイスに耳を傾けつつ，自ら
の改善に努めることができる。

疑問点や悩み相談したり，共有し合ったりすることができる。
疑問点や悩み相談したり，共有し合ったりしながら，自己の実践力を高めることが
できる。

お互いの課題や悩みを共有し，支え合える環境づくりを進めることができる。

人材育成の重要性を考慮しつつ，教員の経験年数に
応じた効果的な人材育成の環境を整えることができる。

人材育成の重要性を考慮しつつ，教員の経験年数や
特性に応じた効果的な人材育成に取り組んでいる。

疑問点や悩み相談したり，共有し合ったりすることに努めている。 疑問点や悩み相談したり，共有し合ったりしながら，自己の実践力を高めている。 お互いの課題や悩みを共有し，支え合える環境づくりを進めようとしている。 経験年数の少ない教員への適切な支援に努めている。

同僚とのチーム連携

様々な集団の中で，協働的に行動することができる。
教育実習やボランティア体験を通して，組織の一員として，協働的に行動すること
ができる。

同僚や先輩，管理職の話を謙虚に受け止め，組織に積極的に参画することができ
る。

学年・分掌等の主任となり，目指す方向性を一致させた教員集団づくりがで
きる。

教員一人一人の役割と能力を理解し，協働的な組織づ
くりと，学校・家庭・地域・関係機関と協働した組織への
方策を立案することができる。

教員一人一人の役割と能力を理解し，協働的な組織づ
くりと，学校・家庭・地域・関係機関と協働した組織を構
築している。

教育実習やボランティア体験を通して，組織の一員として，協働的に行動し
ている。

同僚や先輩，管理職の話を謙虚に受け止め，組織に積極的に参画している。 学年・分掌等の主任となり，目指す方向性を一致させた教員集団づくり努めている。
相手の気持ちや立場に理解を示しつつ，学校の信頼を高めるための組織づ
くりに努めている。

保護者や他組織等との連携・協働(学校を核とした地域づくり)

保護者や他組織と連携・協働を図ることの重要性を理解することができる。
保護者や他組織への情報提供に努めながら，良好な関係づくりを進めることの必
要性を理解することができる。

保護者や地域と連携・協働し，良好な関係づくりをすることができる。 関係諸機関等とも連携・協働し，問題行動の予防や解決をすることができる。

保護者や地域，関係諸機関と連携・協働するための
ネットワークを形成することができる。

保護者や地域，関係諸機関と連携・協働するための
ネットワークを形成し、組織強化を図っている。

保護者や他組織への情報提供に努めながら，良好な関係づくりを進めるこ
との必要性の理解に努めている。

保護者や地域と連携・協働し，良好な関係づくりをする必要性の理解に努めている。関係諸機関等とも連携・協働し，問題行動の予防や解決に取り組んでいる。
問題行動の予防や解決に関するマニュアルづくり等の企画・実施・普及に努
めている。

資源（人・もの・こと・情報・時間・資金等）の活用

大学生活の中で，様々な資源と関わると共に，困った時の対応策を見付け
ることができる。

学級の課題を解決するために必要な資源を十分に理解し，それらをの活用方法を
身に付けることができる。

学級・学年の課題解決に活かすために，他校種や地域などの学校内外における
様々な資源の中から，必要な資源を見付け，活用することができる。

学校全体の課題や教育活動に効果的な資源を見極めて，活用することがで
きる。

学校内外における自ら持つ豊富な資源を広く活用した
組織づくりと，他教員への適切な支援・助言ができる。

学校内外における自ら持つ豊富な資源を広く活用した
組織づくりと，他教員への適切な指導をしている。

学級の課題を解決するために必要な資源に関心を示し，それらの活用方法
への理解に努めている。

他校種や地域などの学校内外における様々な資源の中から，興味のある資源を
見付け，それらの活用方法への理解に努めている。

学校全体の課題や教育活動に効果的な資源を見極めて，積極的な活用を図って
いる。

様々な状況や課題を解決するために相応しい活用方法を考え，教育活動全
体への時充実を図っている。

危機管理・安全管理

学校安全や危険回避に関わる基礎的な知識を身に付けることができる。 学校の危機管理と安全管理に必要な知識を身に付けることができる。 学級の危機管理と安全管理のための適切な対応ができる。
学校における危機管理と安全管理関する研修会等を企画・実施することが
できる。

学校に関わる危機管理と安全管理について，学校・家
庭・地域・関係諸機関との協力体制と確立と，管理体
制の把握，緊急な場合の適切な判断とその対応ができ
る。

学校に関わる危機管理と安全管理について，学校・家
庭・地域・関係諸機関との協力体制と確立と，管理体
制の把握，緊急な場合は適切な判断とその対応、事後
処理をスムーズに行っている。

学校の危機管理と安全管理に必要な知識を身に付けようとしている。 学級の危機管理と安全管理のための適切な対応を十分に理解している。 学校における危機管理と安全管理関する研修会等を企画・実施を心がけている。
学校における危機管理体制（安全管理マニュアル等）を点検・改善しようとし
ている。

現代教育課題(ICT・キャリア教育・人権・同和・ESD等)への組織対応(チー
ム学校)

現代教育課題への基本的な知識理解を進んで身に付けることができる。
現代教育課題における子どもへの支援・指導力を発揮できるよう努めることができ
る。

現代教育課題における組織としての適切な知識理解と対応が一定程度できる。
現代教育課題に関する研修会や報告会等を企画・立案・実施することができ
る。

現代教育課題について、絶えず、最新の情報の入手を
心掛け、学校の組織対応の強化に努めることができる。

現代教育課題について、絶えず、最新の情報の入手を
心掛け、学校の組織対応の強化を図っている。

現代教育課題への基本的な知識理解を進んで身に付け、組織の一員として現代教育課題における知識に基づいた組織としての適切な対応について、一定程現代教育課題に関する知識理解と対応力を一層高めるために研修会や研究会等現代教育課題に関する研修会や報告会等を企画・立案・実施し、その事後

1.授業力

2. 組織マネジメント力

3. 生徒指導力

新卒段階
ミドル
教師

トップ
リーダー

教員育成指標（愛知）



教
職
員
の
資
質

使命感 教育公務員としての使命感の自覚をもち，各種法令を遵守する
ことができる。

人間関係 人間の成長発達についての深い理解や豊かな人権感覚をもち，幼児・

児童生徒及び，教職員，保護者，地域等との信頼関係を構築することがで
きる。

教育的愛
情

地域への敬愛と教職への強い誇りをもち，幼児・児童生徒に
対する教育的愛情をもつことができる。

教科領域
指導

教科領域(道徳・特別活動・総合的な活動含む)に関する専門的知識への
自己研鑽をする姿勢をもち，自主的に学び続けることができる。

教養 社会の変化に対応する知識と，広い視野における教養を幅広く
もつことができる。



授業力 専門教科内容の理解

実態把握と目標設定（Plan①）

指導計画と評価計画の立案（Plan②）

指導技術と指導形態の構想（Plan③）

授業中の指導と評価（Do）

省察と改善（Check and Action）

マネジメント
力

人材育成・リーダーシップ

同僚とチーム連携

保護者や他組織等との連携・協働（学校を核とした地域づくり）

資源（人・もの・こと・情報・時間・資金等）の活用

危機管理・安全管理

現代教育課題（ICT・キャリア教育・人権・同和・ESD等）への組織
対応（チーム学校）



授業力 専門教科内容の理解

実態把握と目標設定（Plan①）

指導計画と評価計画の立案（Plan②）

指導技術と指導形態の構想（Plan③）

授業中の指導と評価（Do）

省察と改善（Check and Action）マネジメント力 人材育成・リーダーシップ

同僚とチーム連携

保護者や他組織等との連携・協働（学校を核とした地域づくり）

資源（人・もの・こと・情報・時間・資金等）の活用

危機管理・安全管理

現代教育課題（ICT・キャリア教育・人権・同和・ESD等）への組織対応（チーム学校）

児童生徒
対応力

児童生徒指導

児童生徒理解

地域の教育課題（外国人教育，科学ものづくり教育，問題解決学
習等）への対応（あいちの教育等）

三つの力に基づく
１５項目の構成



授業力（授業中の指導と評価）

Ⅰ【養成・採
用】

Ⅱ【初任から数
年目】

Ⅲ【10年目研
修】

Ⅳ【中堅段階】 Ⅴ【ベテラン段階】

ベテラン 管理職

児童生徒に
学力を身に
付けさせる
授業の意味
を理解でき
る。

児童生徒の多
様な意見を引
き出す発問を
することがで
きる。

児童生徒の
思考の流れ
を理解し，
的確な発問
をすること
ができる。

学校内外の
模範として
の研究（公
開）授業が
できる。

教員一人
一人の授
業を適切
に評価し
つつ，教
員の意欲
を高める
支援・助
言ができ
る。

教員一人
一人の授
業を適切
に評価し
つつ，教
員の意欲
を高める
指導を
行ってい
る。

児童生徒の
多様な意見
を引き出す
発問を心が
けている。

児童生徒の思
考の流れを意
識し，的確な
発問を心がけ
ている。

研究（公開）
授業に進ん
で取り組ん
でいる。

経験年数の
少ない教員
への指導・
助言に努め
ている。

到達すべき姿と，次のステージに向けて
の目指す姿を示す２段階設定



愛知県教員育成指標

出典：https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/252498.pdf



名古屋市教員育成指標

出典：http://www.kyosen.ac.nagoya-c.ed.jp/ikusei/kyuuyu.pdf



発表の流れ（まとめ）
研修プログラムのデザイン

（１）愛知県総合教育センター・名古屋市教育委員会・愛知教育

大学の３者から選出したメンバーに基づく「教職員研修

連絡協議会」の編成（平成27年度～）

（２）「教職員の経験に応じた育成のめあて」と，「教職員の経験

に応じた研修体系表」の開発（平成28～29年度）

（３）「教職員の経験に応じた育成のめあて」に基づく新研修

プログラムの実践・分析と，今後の課題（平成30年度）



回数（月日） 課題研究 マネジメント 人材育成 今日的な課題

１（６．１４，
開講式）

課題研究
（１）

講話「学校教育の中核を担う人
材としての期待」

２（７．２４） 課題研究
（２）

講義・演習「学校運営に参画す
るために」

３（７．２８） 講義・演習「カリ
キュラム・マネ
ジメント（倉本）」

・学校の危機管理

・学校現場における法的問題と
対処法

４（８．４） 中堅教員とし
てのリーダー
シップとコーチ
ング（倉本）

・道徳教育の充実
・子供理解と学級経営の在り方

・学級・学年経営の進め方（磯
部）

５（８．９） 講義・演習「学
校の戦略マップ
を作る（倉本）」

名古屋市教育センターと愛知教育大学との研修プログラムの開発（平成30年度）

愛知教育大学
担当

実
践
・

改
善



アンケート調査の概要
◼調査期間

2018年７月～2018年８月

◼サンプル数

・名古屋市：調査対象教員数（小・中） …35S 有効回答数…35S (100%)

・愛知県：調査対象教員数（小・中）…62S 有効回答数…62S (100%)

◼調査内容及び，分析

•研修の到達目標の実現に対する自信の有無：13項目（5件法）

例）個に応じた指導の充実を図ることができそうだ。

•自由記述：2項目

例）本講義で気づいたことや感じたことを教えて下さい。

*量的分析にはフリーの統計ソフトHAD（Ver. 16.050）、質的分析にはフリーの計
量テキスト分析・テキストマイニングソフトのKH Coder 3 をそれぞれ使用した。
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結果と考察（名古屋市）：量的分析
質問項目 平均値 肯定 否定 p

1. なかまとの対話を位置付けた学習を計画することができそうだ 4.34 32 3 0.00

2. 身に付けさせたい力を明らかにした学習指導案を立案することができそうだ 4.17 30 5 0.00

3. 児童生徒の実態を踏まえた教材研究を行うことができそうだ 4.37 33 3 0.00

4. 児童生徒が分かる、楽しい授業を進めることができそうだ 4.03 26 9 0.00

5.個に応じた指導の充実を図ることができそうだ 4.09 29 6 0.00

6.ユニバーサルデザインの観点に基づいた授業を積極的に行うことができそうだ 3.66 19 16 0.73

7.思考を促す発問を行い、教師の意図した話合いの授業を実現できそうだ 4.34 30 5 0.00

8.授業の振り返りやノートの記述内容等を基に適切な評価を行うことができそうだ 3.89 24 11 0.04

9.自校や他校の教員の授業を、様々な観点から分析・考察することができそうだ 4.29 31 4 0.00

10.授業改善に向けたアイデアを考えたり研修で的確な指導を行うことができそうだ 4.11 29 6 0.00

11.互いの立場を認め合い、個々が活躍できる学級・学年づくりができそうだ 4.46 34 1 0.00

12.ルールの意味を理解し守る、規律ある雰囲気の学年をつくることができそうだ 4.40 34 1 0.00

13.共通理解を図りながら、個や場に応じた適切な支援をすることができそうだ 4.03 27 8 0.00

• 二項検定の結果、問6を除き偏りが有意 → 研修の「ねらい」は概ね達成されていると解釈される
• ユニバーサルデザインに基づく授業づくり（問6）及び学習評価（問8）に関する内容については、改善の余地あり



結果と考察（愛知県）：質的分析①
【概要】

•有効回答62件のうち、次の件数の記述があった。

1. 本講義で気づいたことや感じたことなどを教えて下さい（61件）

2. もっと聞きたいことや知りたいこと、ご意見などがありましたら、お書き下さ
い（14件）

• ２の「もっと聞きたいことや知りたいこと」は以下3件のみで、他の回答は意見
であった。そこで3件を除き、1と2の回答を一括にして、以降の分析を行った。

・はがき新聞のさらに詳しい指導法（添削、朱書き、声かけなど）

・学級力を取り入れた学級経営の方法

・学級力そのもの



結果と考察（愛知県）：質的分析②
【抽出後リスト】

名 詞 件数

学級力 50

子ども 27

はがき新聞 25

学級 16

自分 13

学年 6

レーダー
チャート

5

教師 5

サ変名詞 件数

実 践 13

活 用 6

お 話 4

講 義 4

参 考 4

提 示 4

勉 強 4

話 4

意 識 3

動 詞 件数

思う 46

感じる 14

取り入れる 13

聞く 10

高める 9

知る 9

使う 6

考える 5

見る 4

動詞Ｂ 件数

する 58

なる 17

ある 16

できる 15

やる 11

わかる 8

いう 6

あける 1

いただく 1

• 名詞：学級力15件、子ども27件、はがき新聞15件の順であった。学級力は約８割の回答に認められた。
• サ変名詞：実践（する）13件、活用（する）6件など、研修内容の特徴を反映しているとみられる。
• 動詞：思う46件、感じる14件、取り入れる13件の順であった。活用と同義の「使う」も6件認められた。
• 動詞B：するが58件と最も多かった。できる15件、わかる8件と10件前後、使用されていた。



学級

自分

子ども

アンケート

クラス

教師

思い

自身学年

様子

学校

実践

参考

具体

提示

取り組み

先生話

内容

学級力

はがき新聞 勉強

大切

レーダーチャート

思う

感じる
活用

取り入れる

お話

聞く

高める

知る 使う

時間
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取り組む

子
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結果と考察（愛知県）：質的分析③
【共起ネットワーク分析】

•全体で６つのサブグラフが検出
された

•学級力、はがき新聞、実践の関
連がつよく、それぞれの実践が
参考になると感じた、勉強になっ
た、という文脈で使用されていた

•赤色サブグラフ中の自分は、教
師・子ども両方で用いられ、教師
では自分－学級－取り入れる、
子ども－アンケート―（学級力）

－高めるという文脈で使用され
るケースが多かった

• レーダーチャートは、（学級）－
様子－見るー大切、というつな
がりで使用される頻度が高い



（１）定量的調査においては、13項目中11項目で、平均点4.0以上の結果が得
得られた。

→研修の「ねらい」は概ね達成されたと判断できる結果

（２）定性的調査(自由記述の抽出語)に注目すると、名詞では、特に研修の
キーワードとなる語句（学級力、はがき新聞）、動詞では、思う、感じる、
取り入れる、実践（する）、活用（する）などの使用頻度が高かった。

→研修内容の特徴（実践的・実務的な内容）を反映した結果

（３）共起ネットワーク分析においても、（2）の考察を概ね支持するような共起
関係が認められた。

（４）総括すると、研修のねらいは概ね達成されており、また自身の教育実践
への有用性を実感している様子が見受けられた。

結果と考察：まとめ



（１）次年度も，よりよい研修アンケートの作成へ向けての検討と共に，事後

アンケートの解析・分析を攻究していくことが肝要

(２)学校管理職が，夏の中堅教員研修受講後における教員（受講者）の知見や

成果を，学校組織マネジメント等に生かしていく為の事前・事後の聞き取りや

評価を促す方策を検討すること

→対費用効果(コスト)の面からとらえた研修内容の検証と見直しが必要

（中央教育審議会27.12.21より、効率的観点からも法人へのアウトソー

シング等も提示されている点も参照）
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（３）現在の中堅教員が学校運営をしっかりと取組むことができるリーダーとし

て育成することが急務であるため、 10年経験者教員研修そのものを，

育成指標と研修体系表に基づく 「中堅教員能力向上研修（仮称）」へと

位置付ける研修プログラムへの転換が必要


